




お風呂場で、知らず知らずのうちに発生している黒カビや赤カビ。

カビを発見すると、「この間きれいに掃除したところなのに」などと

がっかりしてしまうことはありませんか？

厄介なお風呂のカビは、日ごろの習慣に気をつけることで予防できるのです。

・浴槽のフタを閉める・冷水をかけて温度を下げる

・充分に換気する

・熱湯をかける
カビは、50℃以上の

熱に数秒さらされると殺菌できる。

・防カビ剤を使ってカビ予防

カビが発生しやすい条件には、

適度な湿度や温度、水や酸素、栄養分があるといったものがあります。

浴室は、湿度が80％ほど、温度が20～30℃と適度に保たれているほか、

皮脂や石けんの泡、水といった栄養分となるものが豊富にある場所。

つまり、カビが繁殖するのに好都合なのです。

浴室の中でもとくにカビが発生しやすいのが、

床のすみやドア下のパッキン、浴槽のフタ、バスチェアなど膝より下の低いところ。

お湯や皮脂汚れ、せっけんは、洗い流すと下に落ちていくため、

カビのエサとなって繁殖しやすくなってしまうのです。

浴槽にお湯が張られた状態だと、

湯気が浴室全体に広がるため、

カビにとって適度な湿度や

温度に⾧時間保ち続けられます。

お風呂から出るときは、壁や床、

浴槽など浴室全体に冷水をかけましょう。

浴室内の温度を一気に下げられるため、カビの

発生条件である適温を取り除くことができます。

たっぷりの水で壁や床を洗い流せば、

残ったせっけんや皮脂汚れなどの

栄養分も減らせるでしょう。

換気扇は可能であれば24時間回し続け、

最低でも2時間以上回すのがおすすめ。

定期的に防カビ剤を使用し続けることで

防カビ効果が一層高まります。

お風呂のカビは、日ごろの行動にちょっとした工夫をするだけで簡単に予防できます。

カビの繁殖を防ぎ、快適なバスタイムを過ごしましょう！
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